
関
　
　
　
）
）
代
俵
場
。

召
　
　
屋
屋
松
土
、
た

日
　
　
　
部
部
も
の
に
し

川
　
幕
海
剛
韓
鞭
轄
憾

主
な
内
容

鰯

無

飾

瓢

灘撚灘
購総　　　　　㎜…i
融

　　　　懸　騰

㌔

所得税確定申告のご案内………②

松代の雪が世田谷区へ………一④

青年研修に参加して……一……⑥

みんなのトピックス……………⑧

東京発　文芸………・………・・⑳0

お知らせ……・…一……・………⑫



、

　　　　　や

　　　　ンしけ
ま　　、☆
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に
、
、爆総

　　，乏て二て込諺諺諺

　。、☆☆録
　、㌧暑i暑、藁1卓

　
平
成
3
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民
税
な
ど
の
申

告
受
付
・
相
談
が
2
月
1
7
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
3
月
1
6
日
ま
で
で
す
の
で
、
期
間
中

に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
の
税
務
課
で
は
、
期
間
中
の
混
雑
を
な
く

す
た
め
、
申
告
の
相
談
を
下
記
の
日
程
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
日
程
等
を
お
確
か
め
に
な

り
、
申
告
に
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
の
相
談
日
に
は
、

世
帯
内
の
所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け
付
け
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
2
月
1
9
日
と

20

日
に
は
、
高
田
の
税
務
署
の
職
員
に
よ
る
出
張

納
税
相
談
も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
税
金
が
還
付

と
な
る
方
の
相
談
日
は
、
2
2
日
午
後
か
ら
2
7
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ
く

知
っ
て
い
る
皆
様
自
身
が
、
税
法
に
従
つ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
・
納
税

す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、

忘
れ
ず
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

纈
穫
梱
護
鑓
躍
酸
幽
鷺
6
糧
轟

　
　
　
　
　
　
　
会
場
役
場
第
一
会
議
室

月
　
　
　
日

午
　
　
　
　
　
　
前

午
　
　
　
　
　
　
後

2
月
1
7
日
㈲

田
野
倉
、
仙
納
、
莇
平

池
尻

小
荒
戸
、
太
平
、
菅
刈

田
沢
、
千
年

2
月
1
8
日
㈹

会
沢
、
清
水
、
桐
山

蓬
平
、
峠

犬
伏
、
孟
地

2
月
1
9
日
㈲

小
屋
丸
、
池
之
畑
、
下
山

海
老
、
東
山

蒲
生

2
月
2
0
日
㈲

滝
沢
、
苧
島
、
寺
田

室
野

2
月
2
1
日
㈹

福
島
、
竹
所
、
儀
明

奈
良
立
、
木
和
田
原

松
代
1
～
2
0
班

2
月
2
2
日
ω

松
代
2
1
～
4
2
班
、
名
平

付
　
小
荒
戸
、
太
平

還
菅
刈
、
田
沢

2
月
24
日
㈲

付
　
田
野
倉
、
仙
納

還
莇
平
、
寺
田

尉
蒲
生
、
儀
明

2
月
2
5
日
㈹

付
福
島
、
峠
、
竹
所

還
　
奈
良
立
、
木
和
田
原

付
　
室
野
、
池
尻
、
千
年

還

2
月
2
6
日
㈱

付
池
之
畑
、
下
山

還
海
老

付
　
会
沢
、
清
水
、
桐
山

還
蓬
平

2
月
2
7
日
㈲

付
孟
地
、
片
桐
山

還
滝
沢
、
中
子
、
苧
島

馴
犬
伏

2



申告書は

自分で

記入しましよう

○
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が
ら

記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
申
告

書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
“
わ
ず
ら
わ
し
い
”
”
面
倒
く
さ

　
い
”
と
言
わ
ず
に
、
一
年
中
の
所

得
の
総
決
算
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

　
い
。

届
辱
利
㎜
奪
魂
躍
．
儒
覗
樋
替
“
．
、
一
継
㎜
織
剛

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
3
月
1
6
日

で
す
。
期
限
内
に
納
税
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
納
税
に
は
安
全
で
手
数
の
か
か
ら

な
い
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
銀
行
、
若
し
く
は
農

協
の
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
通
帳
の
代
わ
り
に
口
座
番
号
を

控
え
て
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
結

構
で
す
．

螺
壌
穂
噸
纈
櫃
磯
6
穫
轟

　
　
　
　
会
場
痂
雛
傭
雛
朧
叢
謹

自
分
の
所
得
ぐ
ら
い

自
分
で
計
算
し
な

　
　
　
　
く
て
熔
．
．
．

菖
ρ
9

　乙，凝醗
　嚢翻昼離
塵霧、窃裂

網麗艶の申冑自鋤鞠腰

圓臼冒侶尉

　
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
も

う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
と
納
税
は

3
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は

忘
れ
ず
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
商
工

会
議
所
な
ど
で
も
税
理
士
会
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
確
定
申
告
の
説
明
会

を
開
催
し
た

り
個
別
の
相

談
に
も
応
じ

て
お
り
ま
す
。

月
　
　
　
日

午
　
　
　
　
　
　
前

午
　
　
　
　
　
　
後

2
月
2
8
日
働

松
代
1
～
1
0
班

松
代
n
～
2
0
班

2
月
2
9
日
ω

松
代
2
1
～
3
0
班

松
代
3
1
～
4
2
班

3
月
2
日
㈲

峠
、
木
和
田
原
、
竹
所

室
野

3
月
3
日
幻

　
　
　
（

太
平
、
福
島
、
莇
平

小
荒
戸
、
奈
良
立

清
水
、
会
沢
、
桐
山

池
尻
、
菅
刈

3
月
4
日
㈱

寺
田
、
儀
明

千
年

3
月
5
日
㈲

犬
伏
、
仙
納
、
苧
島

蒲
生

3
月
6
日
㈹

滝
沢
、
田
野
倉
、
孟
地

片
桐
山

蓬
平

　
　
　
）

3
月
7
日
仕

池
之
畑
、
田
沢
、
下
山

海
老

税
に
関
す
る
標
語
関
集
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀
藁
愛
欝
佐
藤
佳
代
さ
％
霧
代
匪
墜

3



繋
懸

▲雪の滑り台を楽

　しむ子どもたち

世
田
谷
区
に
雪
セ
プ
し
ゼ
し
ト

　
　
　
　
実
掘
評
4
自
恥
窃
皐
騒

　
世
田
谷
区
の
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
（
十
二
日
開
催
、
世
田
谷
区
教
育
委

員
会
主
催
）
に
、
当
町
の
雪
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
珍
し

い
雪
に
大
喜
び
。
雪
の
滑
り
台
、
か
ま
く
ら
な
ど
は
、
終
日
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

。
こ
の
企
画
は
、
　
「
都
会
っ
子
に
雪
国
の
遊
び
を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
の

世
田
谷
区
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
話
に
、
当
町
と
し
て
も
「
交
流
が
よ
り

深
ま
り
、
町
の
宣
伝
に
も
な
れ
ば
」
と
快
諾
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
雪
は
十
ト
ン
ダ
ン
プ
ニ
台
で
運
ば

れ
、
前
日
の
お
昼
に
区
役
所
職
員
の

出
迎
え
る
中
、
会
場
の
区
役
所
中
庭

に
到
着
。
雪
は
、
同
行
し
た
当
町
の

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

く
れ
た
元
気
会
の
会
員
な
ど
に
よ
り
、

か
ま
く
ら
や
滑
り
台
に
変
身
し
準
備

万
端
に
。

　
当
日
は
約
二
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
、
特
に
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
気
勢
を
上
げ
る
村
山
さ
ん

〈
、
謬
薯
ー
，
野
夢
　

雪
の
滑
り
台
に
は
、
長
い
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

当
町
か
ら
の
参
加
者
も
　
よ
ろ
）
カ

ぶ
と
姿
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

に
参
加
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
も
松
苧
太
鼓
の
鳴
り
響
く
中
、
村

山
達
三
さ
ん
を
中
心
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
、
町
や
冬
の
陣
の

璽
縫
嚢
リ
ゼ
ゆ
参
の
篠
”

（
遡
り
2
総
！
楢
罎
鞭
藏

　
　
　
　
　
義
欝
群

4え蕩沸

▲
冬
の
陣
恒
例
の
「
雪
中
相
撲
」
も

　
大
人
気
、
貴
花
田
は
い
る
か
な
？

〈
会
場
に
松
苧
太
鼓
が
鳴
り
響
く

宣
伝
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
と
の
交
流
は
、
六
年
前

に
中
学
生
が
「
雑
居
ま
つ
り
」
に
参

加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
最
近
は

「
ボ
ロ
市
」
や
「
区
民
ま
つ
り
」
に

も
参
加
す
る
な
ど
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
同
区
の
身
体
障
害

者
学
級
の
百
人
が
当
町
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
旧
清
水
小
学
校
）
で
合

宿
を
行
い
、
ま
た
、
同
区
の
教
育
長

も
当
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を

通
し
て
同
区
と
の
結
び
つ
き
が
強
く

な
り
、
年
々
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

4



⑫

く1

小

堺

ぐ
　
　
　

勢
』
、

く
　
　
山
　
賀
　
由

瞳
　
（
儀
明
小
一
）

〈
　
　
佐

く

小

堺

く

弘
　
　
（
松
代
小
二
）

　
　
　
”

　
源
嚢

佳
　
　
（
松
代
小
三
）

篇梓
　
　
（
儀
明
小
五
）

山
　
賀
　
理

1の墜
　　　　　　　　松

鰹　　　代
　　　　　　　　坐

　　　　　　　　○

〈

佐
　
藤
　
佳
　
代
　
　
（
松
代
中
一
）

〈鋤

藤
獲

関
　
谷
　
望
　
美
　
　
（
松
代
中
二
）

〈
　
　
室
　
岡
　
真
悠
子
　
　
（
松
代
中
三
）

池市佐高山井関小小市関柳関関

田川藤橋岸上谷堺堺川谷　谷谷

　悟剛ゆ一大　さ直　詠優美佑
　　　か　　　　や
敦司史里範輔学か人優美花夏太

（
松
代
小
ご

（
松
代
小
一
）

（
松
代
小
一
）

（
松
代
小
一
一
）

（
松
代
小
一
一
）

（
蓬
平
小
二
）

（
儀
明
小
一
一
）

（
松
代
小
三
）

（
寺
田
分
三
）

（
蒲
生
小
三
）

（
松
代
小
四
）

（
奴
奈
川
四
）

（
松
代
小
四
）

（
北
山
小
四
）

保
険
料
免
除
期
間
分
は

　
　
　
ぜ
ひ
追
納
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
に
は
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
や
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、

保
険
料
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
際
、

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の

一
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
年
前
の
分
ま
で

に
限
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
納
め
て
不
利
な
部
分
に
つ
い
て

穴
埋
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
、
保
険
料
の
「
追
納
」
と

い
い
、
次
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◎
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

　
除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

◎
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
免

　
険
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
『

　
保
険
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降
の
免

　
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

　
保
険
料
額
に
一
定
の
乗
率
を
掛

　
け
て
算
出
し
た
額
を
、
そ
の
保

　
険
料
に
加
算
し
て
納
め
ま
す
．

◎
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、

　
追
納
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　
ん
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
後
の

生
活
設
計
も
大
切
で
す
。
過
去
に

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、

今
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
追

納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

佐相仲寺柳市佐柳小

藤沢村田川藤堺
由宏い康憲誠由正美
　　ず
佳和み宏司子希子紀

（
蓬
平
小
五
）

（
松
代
小
五
）

（
松
代
小
五
）

（
松
代
小
山
ハ
）

（
松
代
小
⊥
ハ
）

（
松
代
小
⊥
ハ
）

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
一
）

植小鈴山関松中小小

木堺木岸谷沢村堺堺

た文圭利真悦雅勝あ
か　　　希　　　ゆ
し恵一美子子次巳み

（
松
代
中
一
）

（
松
代
中
一
一
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
二
）

（
松
代
中
一
一
）

（
松
代
中
三
）

（
松
代
中
三
）

（
松
代
中
三
）

（
松
代
中
三
）

5



　職鹸

▲　赤城青年の家の前で参加者といっしょに

　左から2番目が横尾さん

横

　
昨
年
、
十
二
月
六
～
八
日
の
三
日

間
、
群
馬
県
に
あ
る
赤
城
青
年
の
家

で
開
か
れ
た
、
青
年
団
体
指
導
者
上

級
研
修
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。　
こ
の
研
修
で
は
、
青
年
を
取
り
巻

く
諸
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た

め
に
、
三
分
科
会
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
私
の
所
属
し
た
三
班

に
は
、
「
青
年
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

い
う
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
方
法
を
考
え
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

尾
賢
治
（
峠
）

　
ま
ず
最
初
に
、
自
分
た
ち
が
今
ま

で
行
っ
て
来
た
活
動
内
容
を
発
表
し

合
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
発
表
さ
れ

た
活
動
内
容
の
共
通
点
は
、
ど
こ
の

地
域
で
も
団
体
で
活
動
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
話
し
合

い
が
進
む
に
つ
れ
て

「
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
」

「
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
な
の
か
」

を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
の
ま
と
め
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
も

　
の
は
団
体
活
動
だ
け
で
は
な
い

二
、
相
手
に
手
を
貸
す
だ
け
が
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
で
な
い

三
、
自
分
た
ち
以
外
の
人
が
、
老
人

　
や
子
供
に
気
楽
に
手
を
貸
し
て
や

　
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
を
持
た
せ
る

　
活
動
を
す
る

　
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
も
基
本
と
な
る
人

づ
く
り
か
ら
始
め
、
広
く
深
い
考
え

を
持
て
る
団
体
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　δし3
柳製馨馨柳寡馨柳　　衷蓄濡雀損譲柳桓P来齋崖轟葬齋嚢氏六＿し、歯年
裕健　紗撃拓絵太歳政“多勇重謙恒鶉爵㌘玲雄　悪紗名か馨歯0、
太太綾智香侑梨志　文一貴明太輔りみみみ子介晃雄織　月霧σ、后
二
勇

常友雅隆靖護児実淳岡u清元襖芳浩淳正孝好美竪児軽子し’
郎　　夫美樹至　　　　　　　　　　　春市明郎夫　　士孝雄平郎夫者”　　　）
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地域を拓く村づくワ

　まちつくワ冑年広場
　　　　　　　　に参加して

正一（松代）沢桜

　
十
代
、
二
十
代
前
半
の
若
者
（
当
然

全
員
独
身
）
の
中
に
、
三
十
代
（
な
ん

と
子
供
が
三
人
）
の
オ
ジ
サ
ン
が
ポ

ツ
ン
と
一
人
…
。
研
修
に
参
加
す
る

こ
と
よ
り
、
年
齢
的
な
面
で
カ
チ
ン

コ
チ
ン
に
な
っ
て
参
加
し
た
研
修
で

し
た
が
、
　
「
青
年
と
は
、
年
齢
で
は

な
く
気
持
ち
の
若
さ
で
す
」
と
言
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
カ
チ
ン
コ
チ
ン
の
ン
が
と
れ
て
、

カ
チ
コ
チ
に
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
ま
し

た
．
　
（
ん
？
）

　
三
日
間
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
青
年
活
動
の
転
換
期

　
昔
と
違
い
、
今
は
若
者
が
楽
し
め

る
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
（
ス
ポ
ー

ツ
・
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
i
・
公
共
施
設
、

飲
食
店
、
デ
パ
ー
ト
・
百
貨
店
、
ホ

ビ
ー
商
品
等
）
し
、
所
得
の
増
加
、

道
路
・
交
通
網
の
発
達
、
車
の
普
及

に
よ
る
行
動
範
囲
の
広
域
化
に
よ
り
、

青
年
活
動
に
魅
力
を
感
じ
な
い
（
参

加
し
な
い
）
ば
か
り
か
、
青
年
団
と

い
う
名
前
そ
の
も
の
を
嫌
っ
て
い
る
。

　
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め
、

新
し
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
た
り
、
解

散
し
て
新
し
い
サ
ー
ク
ル
（
ス
ポ
ー

ツ
、
趣
味
、
職
業
、
地
域
な
ど
）
を

つ
く
っ
て
、
同
じ
目
的
を
持
つ
仲
間

を
集
め
、
自
分
・
若
者
・
地
域
の
た

め
の
活
動
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
都
会
、
田
舎

に
関
係
な
く
全
体
的
な
流
れ
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

○
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大
切

　
青
年
活
動
は
、
目
標
を
持
ち
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
挑
戦
す
る

こ
と
が
若
さ
だ
と
思
う
。
失
敗
を
恐

れ
ず
何
で
も
や
り
、
何
に
で
も
挑
戦

す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
が
、
若
者

の
特
権
だ
と
思
い
ま
す
が
、
背
伸
び

を
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
と

佐渡おけさを披露。

一番右側が桜沢さん。

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
う
。

○
利
用
で
き
る
も
の
は
利
用
す
る

　
行
政
は
、
頼
る
も
の
で
は
な
く
利

用
す
る
も
の
。
自
分
、
青
年
、
サ
ー

ク
ル
の
意
見
を
言
い
、
相
手
の
意
見

も
聞
き
、
お
互
い
に
協
力
・
信
頼
し
、

利
用
す
る
時
は
思
い
っ
き
り
利
用
す

る
。
（
決
っ
し
て
悪
い
意
味
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
行
政
に
限
ら
ず
、
団
体
、

仲
間
、
施
設
、
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
、

協
力
も
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

○
そ
の
他

・
息
詰
ま
っ
た
ら
原
点
に
帰
れ
。

・
女
性
が
入
り
や
す
い
活
動
を
取
り

　
入
れ
る
。

・
十
代
、
二
十
代
前
半
の
人
の
意
見

　
を
大
切
に
す
る
．

・
遊
び
感
覚
を
大
切
に
。

　
多
く
の
意
見
が
出
た
中
で
、
い
ろ

ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ぺ

ー
ジ
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ま
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
を
拓
く
に
は
、
自
分
が
地
域

を
愛
し
、
先
輩
・
後
輩
（
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
）
と
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
ま
ず
自
分
か
ら
参
加
し
、
自
分
を

変
え
て
い
き
周
り
を
変
え
て
い
く
。

自
分
が
変
わ
ら
ず
し
て
周
り
は
変
わ

ら
な
い
。
自
分
に
や
る
気
が
あ
る
か
、

な
い
か
．
：
。
こ
の
や
る
気
こ
そ
が
地

域
を
拓
く
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

室蓬田太　　松

野平沢平　　代 四

寺田　　松
　野
田倉　　代 ＝

一

莇　　千　　　　松

平　　年　　　　代 ＝
一

蓬清

平水 一
一

　　室儀蒲蓬　　田峠
　
　 野明生平　　沢

斉小市相黒五 中斉出小
歳
池佐柳黒高関 小秋 歳 牧米斉小東若市市

木堺川沢田十
　　　　　嵐
智里美美　　里

歳 沢藤村野

恭裕幸瑞

一』
ノ￥

か
田藤　　田野谷

勇将鮎　　裕亮
歳 堺山

典広

一』
ノ￥

か
田持木堺城井川川
　　　　健
美和千祐一　　大麻

美志樹花侑花 子太恵貴 月 輝吾美彩貴太 子志 月 香成里希郎純地美
成賢幹　　広

1日

ノし 元一　　昌
1日

ノし 正正信広　　正
i日

ノし 健正 児 信　　成義　　君康健
勇　　保 典

丘 武 一 博　　　　浩
一一夫　　幸 市良　　光 明男夫幸　　利 郎行 二　　一輝　　男男司
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喀』底』劉堕雁』堕馳堕劉

第6回
L

上
石
巌
杯
争
奪
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　灘

灘

灘
榔

　
こ
の
時
季
と
し
て
は
珍
し
く
好
天

に
恵
ま
れ
た
一
月
二
十
六
日
、
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
第
6
回
上
石
巌

杯
争
奪
「
松
代
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
」
が
、
町
ク

ロ
カ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
他
界
さ
れ
た
上
石

巌
さ
ん
を
偲
ぶ
追
悼
大
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
上
中
越
地
区
か
ら
昨
年
よ

り
二
校
多
い
三
十
九
校
（
中
学
校
七
、

小
学
校
三
十
二
）
、
約
五
百
七
十
人

サ嬢瓢
乗
き
、
、

難韓鞠
婿≧、履

叢

灘
繍

㈱難難

（
昨
年
比
約
七
十
人
増
）
の
参
加
が

あ
り
、
追
悼
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
体
力
差
を
考
慮

し
、
中
学
一
年
（
男
・
女
）
と
小
学
四

年
（
男
・
女
）
の
四
種
目
を
新
た
に
設

け
、
低
学
年
で
も
参
加
し
や
す
い
大

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
種
目

の
優
勝
杯
の
購
入
に
は
、
昨
年
上
石

さ
ん
の
ご
遺
族
よ
り
い
た
だ
い
た
寄

付
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
種
目
及
び
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。一

位
　
山
岸
孝
史
（
安
塚
中
）

　
　
2
8
分
31
秒

⑥
高
橋
真
治
（
松
代
中
）
3
5
分
4
9
秒

⑦
小
堺
淳
史
（
松
代
中
）
3
7
分
2
0
秒

⑨
宮
沢
直
樹
（
松
代
中
）
3
8
分
4
8
秒

一
位
　
北
島
稔
一
（
安
塚
中
2
）

　
　
2
8
分
2
5
秒

⑦
若
井
由
和
（
松
代
中
2
）
30
分
1
0

秒
⑧
山
賀
将
司
（
松
代
中
3
）
3
0
分

10

秒
⑨
関
谷
真
（
松
代
中
3
）
30
分

18

秒
⑫
相
沢
智
幸
紀
（
松
代
中
2
）

31
分
4
7
秒
⑰
山
賀
洋
平
（
松
代
中
2
）

33
分
4
3
秒

一
位
　
俵
山
ひ
と
み
（
六
箇
S
C
）

　
　
1
6
分
oo
秒

④
高
橋
陽
子
（
松
代
中
）
1
7
分
5
7
秒

⑧
小
堺
あ
ゆ
み
（
松
代
中
）
2
0
分
2
3

秒
一
位
　
竹
内
雅
子
（
松
之
山
中
3
）

　
1
5
分
50
秒

一
位
　
村
山
卓
也
（
松
里
小
）

　
　
1
8
分
0
2
秒

⑬
佐
藤
剛
史
（
奴
奈
川
小
）
2
2
分
2
6

秒
⑭
小
堺
隆
志
（
奴
奈
川
小
）
2
2
分

39
秒
⑰
柳
大
輔
（
孟
地
小
）
2
3
分
1
6

秒
⑳
池
田
渉
（
北
山
小
）
2
4
分
57
秒

⑳
山
本
拓
志
（
孟
地
小
）
2
5
分
0
6
秒

一
位
　
駒
村
俊
介
（
妙
高
南
小
6
）

　
　
1
5
分
4
7
秒

⑳
佐
藤
茂
樹
（
奴
奈
川
小
6
）
1
7
分

33

秒
⑰
田
辺
一
幸
（
蒲
生
小
6
）
1
9

分
2
7
秒
⑳
高
橋
守
（
奴
奈
川
小
5
）

19
分
3
7
秒
⑳
宮
澤
和
也
（
松
代
小
6
）

19
分
50
秒
⑪
小
堺
豊
（
蓬
平
小
6
）

19

分
52
秒

一
位
　
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）

　
　
12
分
5
5
秒

⑱
田
辺
祐
美
（
蒲
生
小
）
1
6
分
4
2
秒

⑳
柳
ち
ひ
ろ
（
孟
地
小
）
1
7
分
00
秒

⑳
小
嶋
真
弓
（
孟
地
小
）
1
7
分
1
6
秒

⑳
柳
　
良
美
（
孟
地
小
）
1
7
分
2
4
秒

⑮
高
橋
美
津
子
（
莇
平
小
3
）
1
8
分

39
秒一

位
　
徳
永
郁
美
（
六
箇
S
C
）

　
　
10
分
4
0
秒

⑫
関
祥
枝
（
奴
奈
川
小
5
）
12
分
4
9

秒
⑱
西
潟
幸
子
（
奴
奈
川
小
6
）
12

分
5
8
秒
⑭
小
松
千
恵
美
（
奴
奈
川
小

5
）
1
3
分
1
4
秒
⑳
井
上
さ
や
か
（
蒲

生
小
6
）
1
3
分
3
5
秒
⑮
井
上
奈
緒
子

（
蒲
生
小
6
）
1
3
分
4
1
秒
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星
空
φ
キ
・
れ
い
な
街

　
　
　
全
国
第
1
0
位

　
環
境
庁
が
行
っ
て
い
る
全
国
星
空

継
続
観
察
（
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
、
当
町
の
星
空

が
全
国
（
四
十
五
都
道
府
県
、
二
百

四
団
体
参
加
）
1
0
位
に
な
り
ま
し
た
。

観
測
地
点
は
清
水
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
写
真
か

ら
星
の
等
級
（
明
る
さ
）
を
算
出
し
、

順
位
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
1
位
は
岩
手
県
の
岩
泉

町
で
2
1
・
7
等
級
、
当
町
は
2
1
・
4

等
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
全
国
平

均
2
0
・
－
等
級
）

　
晴
れ
た
夜
に
は
、
あ
ら
た
め
て
全

国
1
0
位
の
星
空
を
眺
め
て
見
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
星
を
観
察
す
る
参
加
者

よ
越
ス
串
－
遷
手
権
六
会

　
　
　
村
山
梢
絵
さ
ん
（
騨
）

　
糸
魚
川
市
で
開
催
さ
れ
た
上
越
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
（
1
月
9
～
n
日
）

で
、
松
代
小
学
校
四
年
の
村
山
梢
絵

さ
ん
が
「
大
回
転
小
学
生
女
子
の
部
」

で
見
事
優
勝
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
「
出
場
で
き
る
だ
け

で
も
す
ご
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
県

大
回
転
優
勝

内
で
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
そ
の
中
の

高
学
年
を
相
手
に
優
勝
し
た
こ
と
は

大
変
価
値
の
あ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
回
転
で
も
三
位
入
賞
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
が
ま
す
ま
す
楽

し
み
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀟

松代高校

県
高
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
舅
子
リ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
高
校
の
ス
キ
ー
部
が
津
南
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
マ
ン
ト
パ
ー
ク
で
開
か
れ
た
県
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
ス
キ
ー
大
会
の
男
子
リ
レ
ー
（
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
）
で
二
年
連
続
優
勝
し
た
の
を
始

め
、
今
年
も
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
b
磯
，

二
月
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
結
果
は
3
月
号

で
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

松代大相撲

　　　コの）　へ
遭7殉／

鍵灘

　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　露　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　羅　　　　　　　　難　　　　　　　灘　　　　　　嚢　　　　　講　　　　蟹　　　饗　　響　　霧　き

　　　　　　　　　　　　／“
　　　　　　　　　　　　．躍
　　　　　　　　　　〆

羅
嚢

灘
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、

嚢
O

届
る
里
の
思
い
出

　
私
が
都
会
に
来
て
、
一
番
思
い
出

す
の
が
ふ
る
里
の
お
正
月
で
し
た
。

三
十
一
日
は
午
前
中
に
仕
事
を
全
部

か
た
ず
け
て
昼
前
に
風
呂
に
入
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
年
神
様
を
い
た
だ
き
、

ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
。
町
内
そ
ろ
っ

て
の
正
月
が
出
来
る
こ
と
、
都
会
に

は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
遅
く
ま

で
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
人
達
を
見

る
に
つ
け
思
い
出
し
ま
す
。

　
最
近
は
雪
も
少
な
く
、
小
正
月
の

行
事
、
鳥
追
い
の
「
ド
ウ
ネ
ン
ボ
」

を
作
る
人
も
い
な
い
と
か
。
同
級
生

や
友
達
同
志
で
、
寒
さ
も
忘
れ
堀
り

、
起
こ
す
雪
の
中
か
ら
土
が
見
え
た
時

の
あ
の
喜
び
は
、
雪
国
で
し
か
味
わ

同級生との山菜採りで（田野倉地内）

左端が樋口さん（横浜市在住　松代九左工門

出身）　右から関谷アイさん、鈴木千恵子さ

ん、西正トミさん、斉藤伴子さん

え
な
い
思
い
出
で
す
。

　
今
は
冬
で
も
車
が
通
り
、
出
稼
ぎ

の
人
達
も
安
心
し
て
帰
省
出
来
る
が
、

犬
伏
か
ら
山
の
峰
づ
た
い
に
名
ヶ
山

ま
で
の
間
、
迎
送
隊
の
通
っ
た
後
を

一
足
ご
と
確
か
め
な
が
ら
歩
い
た
の

も
、
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
す
ば

ら
し
い
景
色
も
、
風
吹
の
時
な
ど
谷

底
か
ら
舞
い
上
が
る
粉
雪
で
息
も
出

来
な
い
程
。
道
は
消
え
、
竹
竿
の
先

に
赤
い
布
を
つ
け
た
印
を
頼
り
に
、

腰
ま
で
埋
ま
り
は
い
ず
り
あ
が
っ
て

又
歩
く
。
帰
省
の
た
び
に
山
を
見
な

が
ら
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
厳
し
い
冬
で
も
、
日
当
た

樋
ロ
　
エ
ツ
子

り
の
良
い
雪
の
割
れ
目
か
ら
、
「
タ
ン

ボ
」
や
「
雪
割
草
の
花
」
が
出
て
く
る

と
、
松
代
町
の
春
は
近
い
。
椿
と
桜

が
一
諸
に
咲
き
、
　
「
ブ
ナ
」
の
木
が

芽
を
吹
く
頃
は
、
手
の
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
自
然
の
美
し
さ
に
ほ
っ
と
し

ま
す
。

　
寒
い
朝
、
白
い
息
を
手
に
か
け
な

が
ら
や
ぶ
渡
り
を
楽
し
む
。
お
日
様

が
ま
ぶ
し
く
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
雪
。

ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
…
。
バ
バ
ゾ
リ
も

な
つ
か
し
い
。
大
人
は
ソ
リ
を
引
き
、

苗
代
の
土
ま
き
。
雪
国
の
春
は
短
か

く
忙
し
い
の
で
す
。

　
山
菜
採
り
に
は
毎
年
帰
省
し
て
い

ま
す
。
太
い
「
ゼ
ン
マ
イ
」
や
「
ワ

ラ
ビ
」
に
出
会
う
と
、
私
を
待
っ
て

い
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
涙
が

出
ち
ゃ
う
。
「
カ
タ
コ
」
に
「
ス
ミ

レ
」
　
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
花
」
白
く
美
し

い
「
カ
ゴ
花
」
、
短
い
春
を
懸
命
に

咲
い
て
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
最
近
、

ス
ミ
レ
の
種
類
が
少
な
く
な
っ
た
様

な
気
が
し
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
畔
道
な

ど
に
、
「
ス
ッ
カ
シ
」
や
「
ス
ギ
ナ
」
に

負
け
じ
と
背
の
び
し
た
、
濃
い
紫
色

の
ス
ミ
レ
な
ど
見
当
た
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
春
か
ら
夏
へ
か
け
て
の
美

し
い
季
節
、
自
然
を
大
切
に
し
、
い

つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
ふ
る
里
で
あ
る

よ
う
望
み
ま
す
。

10

東
京
松
代
会
の
皆
さ
ん
へ

住
所
移
転
の
時
は
連
絡
を

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
、
お
手

数
で
す
が
「
松
代
町
役
場
広
報
係
」

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
広
報
が
届
か
な

か
っ
た
り
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
願
い
致

し
ま
す
。

松
代
町
役
場
広
報
係

　
暦
〇
二
五
五
九
（
七
）
二
二
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
四
三
番



　文
芸

、
『
齢
・

葭ゲ
燐

’
・
9

　
　
　
し
ぶ
み
句
会

外
孫
の
笑
顔
嬉
し
き
三
ヶ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

除
夜
の
鐘
聞
き
つ
つ
ま
つ
る
屋
敷
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

神
木
に
太
鼓
ひ
び
き
て
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

遠
富
士
の
雪
の
眩
し
き
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

ほ
の
ぼ
の
と
希
望
ふ
く
ら
む
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

厄
落
し
大
ロ
ー
ソ
ク
を
奉
納
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
！

読
み
初
に
取
り
し
町
史
の
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

出
稼
の
人
も
戻
り
て
年
始
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

少
雪
に
先
ず
ジ
ョ
ン
ノ
ビ
と
礼
者
来

る
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

や
や
早
く
店
終
い
し
て
初
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

六
年
ぶ
り
一
家
揃
っ
て
年
を
越
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

初
詣
今
年
も
幸
を
祈
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

山
菜
も
入
れ
て
七
種
粥
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

袖
無
し
を
脱
い
で
手
に
持
ち
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

消
し
ゴ
ム
の
く
ず
の
目
に
つ
く
炬
燵

か
な
　
　
　
　
　
　
　
世
香

新
し
き
文
鎮
し
か
と
筆
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
※
し
ぶ
み
俳
句
会
二
月
例
会

　
　
　
　
二
月
三
日
（
月
）
夜
七
時

　
　
　
　
佐
藤
公
鳴
氏
宅

　
　
　
蒲
生
句
会

箱
膳
の
昔
あ
り
け
り
年
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

座
す
こ
と
も
な
く
妻
賀
客
も
て
な
せ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
き
ず

戯
れ
し
暇
痕
深
き
障
子
貼
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

門
出
で
て
元
朝
一
歩
ね
ん
ご
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

還
暦
に
た
た
ら
踏
み
た
し
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

蔭
膳
も
な
く
迎
え
た
る
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

初
明
り
軒
よ
り
雪
の
落
つ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

食
う
だ
け
の
百
姓
と
な
り
初
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
れ
な
い

子
の
嫁
の
雪
下
駄
の
緒
の
濃
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
※
蒲
生
俳
句
会
二
月
例
会

　
　
　
　
二
月
二
日
（
日
）
后
一
時

　
　
　
　
蒲
生
公
民
館

瘡o
　
索

励癌
尉
諭
㊧

ざ

。
彦
触
↓
、

〃
・
駕
系

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ
マ

　
　
　
。
侮
多
稽

蓼
見
洒
ア
1

だ
鍵
獲

　
　
豊
。
；

　
　
　
‘
　
　
一
σ
ρ
’
8

　
　
　
（
　
　
　
・
，
・
●
一
，

　
　
　
　
　
　
ミ

〃

“
　
峯

　
　
　
脅
　
　
　
・

翁
脚
・

　
　
　
　
雨
ヨ
方

　
　
　
　
も
ん
だ

押
　
　
　
　
あ
よ

　
　
　
嫁

　
　
　
マ
　
　
　
き

　
q
　
　
　
　
．
9
　
　
●
9
9
．
．
・

　
　
　
乙
’
　
．
　
．
　
　
プ

　
（
　
　
　
　
　
　
の
．
，
　
9
9

　
　
　
　
．
．
β
　
，

　
　
‘

ゑ

　　　11　ノ○（
　　　　ぜ木　　／＼
　　　　ガ陽
￥1／　ンろい・　　〃！
ヤ’
黙
勧

　　　　　　ゼ　
／
／
Y

　　　　　　8　　　‘∈　“’レ
　　曜ζ　1…8ボ〃夕〃
　　、　　牽D霧
…
1
薪
麹 き蕩
＿砺拐認鼎

　
本
州
、
四
国
、
九
州
、
朝
鮮
半
島

に
分
布
す
る
．

　
幹
が
上
部
で
は
赤
褐
色
、
老
樹
に

な
る
と
下
部
は
暗
赤
褐
色
に
な
る
。

ア
カ
マ
ツ
に
よ
く
似
た
ク
ロ
マ
ツ
は

海
岸
に
沿
っ
て
多
く
見
ら
れ
、
ア
カ

マ
ツ
は
む
し
ろ
内
陸
に
多
い
。
東
北

地
方
で
は
宮
城
県
の
松
島
の
よ
う
に

ク
ロ
マ
ツ
に
か
わ
っ
て
ア
カ
マ
ツ
が

海
岸
ま
で
進
出
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

　
ク
ロ
マ
ツ
が
オ
マ
ツ
（
男
松
）
と

言
う
の
に
対
し
て
、
ア
カ
マ
ツ
を
メ

マ
ツ
（
女
松
）
と
言
う
。

654321
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

團
　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
が
1
二
に
入
っ
た
と

　
　
き
の
対
策
は
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
飛
金
金

一
二
三
四
五
六
七
八
九

乎

乎

角 正 集

歩

欝

　　　o↓手穿旱呈ユ箪彰回ε’り乃正

回Z⑥o藷手箪弛一Z’正＝一’簸一

ε匪回等一13乃正＝一①コ等三
ε。狛帯）儲忌儲・鱈正回1アにしし茸

コ回ε’轟毛ユ麹玉爵卑茸等〈纏鵠〉

　　　。（盈旱彗圭6ユ事集一Z　、ヨE［則

’等一一曳正；∫1’準雛1二ε’ヨ≡三z

曳雛回ε　’正図へ等三ε〈鶴玉榊駄霧〉
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翻

　　　　　　　　　　’難轟
　　　　　　　　羅　

罵灘嚢

　　　　　　v　　　　　　　
儲　 灘　　灘騰

　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　㎜

　　　　．v　叢輔

鶴圃陣の

　蹄知らせコーナ・一

灘

鞭

止　・
襲
　
　
籟

蓑
欝

　
灘
、

　顔醸

』
梅
蝉 贈

灘

酵
　
　
誓

蓬』

、灘

雪上みこし
　活き！生き！合戦

参加チーム募集

雪上アトラクション

参加団体募集

欝嚥叢戴鑑欝顯鑛籔罎翻

　　響灘醗翻
幾灘纏鍵灘灘灘欝懸

　　織諜難鎚羅灘灘
醗撚嚢灘簸灘雛襲麟鐵鞭礫

難灘鞭繋簸i驚i灘灘縷懇

慧灘灘　繋一馨難懸．箋．

多

六歓迎1

灘懸鵜鑛灘灘欝鞭穫灘雛舗灘
墾灘難鞭懸嶽麺灘礫縦獲籔灘嚢

嚢灘薩難灘鷺灘嚢鞭顯羅難繊

叢懸嚢雛一灘蓬難鑛盤

灘灘総灘獲灘義灘一鐵獲礫蒙

　欝i叢簸．嚢滞欝i

　　灘饗灘艦縫難鍵癒i鐵麟．

　雛一鐵懸鐵i鍵

欝馨i鐵灘懸獲慧籔藁欝纈

講獲繕懲i鑛i

越獲懇鞭難難灘欝灘簸懸灘鑛幾

　　饗騰纒騨一雛一鍵籔

雪
上
カ
ラ
オ
ケ
大
会

出
場
者
募
集

　
雪
上
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
思
い
っ

き
り
歌
っ
て
下
さ
い
。
左
記
に
よ

り
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

日
時
雑
平
成
4
年
3
月
1
4
日
d
ゆ

　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
よ
り

会
場
同
町
民
グ
ラ
ン
ド
内

　
　
　
特
設
雪
上
ス
テ
ー
ジ

表
彰
”
一
位
か
ら
三
位
に
は
ト
ロ

　
　
　
フ
ィ
ー
を
、
他
に
特
別
賞

出
場
者
全
員
に
記
念
メ
ダ
ル
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
は

　
　
松
代
、
中
屋
工
業
所

　
（
日
歌
研
認
定
歌
謡
教
室
）

　
　
布
施
満
男
ま
で

T
E
L
　
7
1
2
2
3
4
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鐙

で

ま‘医療費の

○
平成4年4月1日診療分から

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
「
医
療
費

の
一
部
負
担
金
」
は
、
病
院
な
ど
の

医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
役
場
で
の
一
部
負
担
金
の

徴
収
制
度
は
、
平
成
四
年
三
月
診
療

分
で
廃
止
い
た
し
ま
す
。
　
（
役
場
で

の
徴
収
は
二
ヵ
月
遅
れ
と
な
る
た
め
、

二
月
、
三
月
診
療
分
は
嘱
託
員
を
通

し
て
四
月
、
五
月
に
徴
収
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
四
月
、
五
月
は
二
ヵ
月
分
ず

つ
徴
収
さ
れ
る
よ
う
な
形
と
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
）

一
部
負
担
金
が

　
　
高
額
な
時
は
？

　
原
則
的
に
は
、
一
部
負
担
金
を
全

額
医
療
機
関
の
窓
口
に
支
払
い
、
後

日
（
約
ニ
ヵ
月
後
）
、
役
場
の
国
保

の
窓
口
で
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

入
院
や
手
術
な
ど
で
一
部
負
担
金
が

高
額
で
払
え
な
い
場
合
が
で
て
き
ま

す
。
こ
の
救
済
処
置
と
し
て
、
　
「
高

額
療
養
費
の
受
領
委
任
払
い
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し

ま
す
と
、
高
額
療
養
費
の
一
部
負
担

限
度
額
（
現
行
六
万
円
）
を
医
療
機

関
に
支
払
え
ば
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
手
続
き
や
医
療
機
関

に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
、

若
し
く
は
役
場
の
国
保
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
も
、

国
保
加
入
者
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
、
詳
細
は

　
　
役
場
　
国
民
健
康
保
険
係
へ

については遠慮せ

帽談すること。

費用につ

ずに相談

　〆）一

手ぎわよく、要領よく

症状の説明をすること。

○朧ヲ
’
O
l

不審なことははっきり

聞くこと。

P
’動
。
碧
桑

　
9
　
●
ン

戸
，
，

　
～

うるさく注文をつけな

いこと（むやみにクス
リなどを欲しがらない
こと）。」儀　∠2

お医者さんに対する礼

儀を十分わきまえるこ

と。　 　直
献
ρ⊆

自分勝手な判断で治療

をしな：いこと。

ゆ
●

　
囎
が
o
σ
●

　
　
　
η
．
、

醜
．

●
●

保険証はかならず持参

すること。

　　　　　　ぜ　　N　息　」！

～“　　4
㍗》保険証、

お医者さんを信頼する

こと。

緩，糖

帳

13



2月は“相続登記は

　お済みですか月間“です

　新潟県司法書士会では、今年

度も2月1カ月間を「相続登記

はお済みですか月間」として無

料相談を実施しております。

　親がなくなり、土地や家屋な

　　　　　　　　のどを相続しても登記はつい忘れ

がちです。相続登記は何時まで

しなければならないとの定めは

ありませんが、しかし時間が経

過しますと、相続人が続けて死

亡したりして相続関係者が増え

たり、また書類の取り揃えやそ

の他で複雑になりがちです。

　面倒だ、縁起でもない、費用

がかかると放置しないで、トラ

ブルを起こさないためにも、相

続登記は早目にすることをお勧

めします。

　2月1日から2月29日までの
1カ月間、相続に関しての無料

相談を行っております。最寄り

の司法書士事務所へ、是非お気

軽にご相談ください。

　また、毎週水曜日の午後1時

30分から4時まで、新潟県司法

書士会館（新潟市古町通13番町）

でもご相談に応じております。

　詳しくは、新潟県司法書士会

（電話025－228－1589
番）へ

◆応募資格

・平成4年3月に中学校もしく

　はこれに準ずる学校を卒業す

　る見込みの者

・中学校もしくはこれに準ずる

学校を卒業した者

・中学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる

　者

　＊年齢・性別を問わない

◆願書の提出

　平成4年2月20日㈲～

　　4月10日㈹午後4時まで

◆お問い合わせ

　高田南城高等学校

　智0255－23－7672

ふれあい広場’92

　　Naeba
　　　SKI　Dancing Tour

”煽脅．ボ，窟
　　　」4　　．
　　　　　義　　　　　潟

粉雪の舞う白いハイリゾートですてきな思い出をつくりませんか！

1．日　　時　　平成4年3月28日仕）1：30pm出発

　　　　　　　　　　　～29日（日）7：00p皿　解散予定

2．集合場所　　松代町総合センターへ午後1時にご集合ください。

3．主　催　松代町公民館
4．宿泊先　NaebaFUKUJUSO智0257－89－3672
　　　　　　　（苗場国際スキー場＆浅貝スキー場）

5．内　　容　　・ナイタースキー・コンパ・ディスコ・ふれあい

　　　　　　　スキースクール
6．対　象　一般青年を対象とします。

7．負担金　 8，000円（1泊2日、3食付）
　　　　　　　貸しスキーをご希望の方は、1，500円プラスにな

　　　　　　　ります。

8．お申し込み　3月19日（木曜日）までに、松代町公民館へご連

　　　　　　　絡ください。詳しい資料をお送り致します。

　　東頸城郡松代町大字松代2095
　　　　　松　代　町　公　民　館

　　　　　　　盈02559－7－2301　　FAXO2559－7－3905

δ

～

く
δ
て
わ

んく
　

ん
）

た
太
　
ね
園
　
謬

　
　
伏
犬

p
　
犬
（

桓

つ
富沢えみちやん

　　5歳　　凹
小荒戸いちいん　　　・・
　（松代保育園）

上越テクノスクール

◆募集科目

　　O　A事務科
　ホテルビジネス科
◆応募資格

　　1　平成4年3月高等学校
　　卒業予定者
　　2　高等学校卒業者で概ね

　　30歳未満の方
　※詳しくは、智0255－23－78

　21までお問い合わせくださ

　）、。

高田高等職業訓練校

　簿’膏　毒　．　：＝　署3

1．訓練科目

コース名

管理監督者

電気工事士

2級建築士

期 間

H4．3～（5日＊2H）

H4．4～H4．7

H4．4～H4．9

2．定員　10名～20名
3．申込期間

　　各科講習開始2週間前

4．問い合わせ

　　高田高等職業訓練校

　　　費0255－23－2690

14
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難灘1盤

藏

松代町社会福祉協議会

募集人数　女性1名
募集条件　40歳未満

　　　　要普通免許
仕事内容　在宅老人の身の回り

　　　　の世話等
給　　与　12万円程度

賞　　与　年2回

休日日曜・祝祭日・年休有
　　　　　　（土曜は半日）

福利厚生　社会保険、厚年有

採用年月日　平成4年4月1日
申し込み期限　2月29日正午

※申し込み用紙・お問い合わせ

　役場　福祉係へ（智7－2220）

o　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　＝
■　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　∂■』

国立高田病院
募集職種等

　助産婦　　　　　1　名

灘嘉㌔｝若干名

以上職種三交替勤務　宿舎完備

問い合わせ　〒943

　新潟県上越市南高田町6－9

　国立高田病院・総看護婦長室

　又は、庶務係

　　　電話0255－23－2131㈹
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町内将棋大会
と　き

ろ
料
こ
加
と
参

参加資格

申込先

2月16日（日）

午前9時から

松代町総合センター

500円（昼食・賞品代含

む）当日徴収

　町内在住、又は勤務

先を有する者

町公民館盈7－2301
14日㈹までに

町内囲碁大会
と　き

ろ
料
こ
加
と
参

参加資格

申込先

2月23日（日）

午前9時から

松代町総合センター

500円（昼食・賞品代含

む）当日徴収

　町内在住、又は勤務

先を有する者

町公民館盈7－2301
21日㈹までに

時間額

4，785円

599円

時間額

4，745円

599円

目標額　　1，302，000円

実績額　　1，341，113円

達成率　　　　103％

　昨年10月から3カ月間にわた

り実施いたしました共同募金運

動は募金目標額を上回るご寄付

をいただきました。

　このようなたくさんの募金を

集めることができましたのも、

住民のみなさまの温かいご理解

とご協力の賜ものと厚くお礼申

し上げます。

　また、募金推進のため、嘱託

員さんはじめ婦人会並びに松代

小学校児童の方々からご奉仕い

ただき、誠にありがとうござい　　＿

ました。

　みなさまから寄せられた募金

は県の共同募金会へ全額送金い

たします。県ではそのうち定率

分を差し引いた金額を松代町社

会福祉協議会に配分いたします

が、この配分金は平成4年度の

事業費として有効に役立てられ

ることになっております。

　目標額に達する成果で、募金

運動を終了させていただいたこ

とについて、改めて多くの方々

の善意に心から感謝申し上げま
す。

ご協力いただき

　ありがとうございました。

NTTからのお知らせ

　平成4年3月2日（月）から、電

話に関する注文・問い合わせ等

をお受けする受付時間を、次の

とおり変更させていただきます。

平　　　日 土曜日

現
　
行

8：30
～17：00

8：30
～12：30

変
更
後

9：00
～17：00

9　：00

～12：30

本件に関するお問い合わせ

　盈0120－492949



一年を顧みて
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、
裏
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さん

　
代

美直布施

（松

　
松
代
を
離
れ
五
年
、
去
年
三
月
に

戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　
私
は
五
年
前
、
自
分
の
存
在
が
疎

ま
し
く
思
え
、
松
代
か
ら
離
れ
る
こ

と
で
今
ま
で
と
は
違
っ
た
何
か
を
期

待
し
、
上
越
の
定
時
制
高
校
へ
と
進

学
を
決
め
ま
し
た
。
期
待
と
不
安
と

が
交
錯
し
た
気
持
ち
の
ま
ま
、
学
生

　
　
プ
ラ
ス

生
活
＋
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
の

ハ
ー
ド
な
毎
日
で
、
あ
っ
と
い
う
間

の
四
年
間
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
数

多
く
の
人
と
出
会
え
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
大
変
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し

た
。　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
希
望

し
て
い
た
道
に
進
む
こ
と
が
出
来
る

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
、
松
代
で
休
養
を
と
っ
て

い
た
と
き
、
松
代
に
戻
る
こ
と
な
ど

考
え
て
も
い
な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、

新
た
に
松
代
の
良
さ
を
知
り
、
松
代

に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
心
温
か
い
方
々
に
囲
ま
れ
、

役
場
の
産
業
企
画
課
で
働
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
、
聞
か
ざ
る
」
な
ど
と
は
言
わ
な

い
で
、
今
ま
で
以
上
に
数
多
く
の
人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
視
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　男　　2，538人　　（＋1人）

　女2，587人（一5人）
　計5，125人（一4人）
世帯数1，516世帯（一1世帯）

　出生3人　　死亡4人
転入2人　　転出5人
　　　（4年1月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

圃翻命團回
（12月26日～1月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　たく　や
若井拓哉ち・ん君男・エディタ凱

　　　（2男・蓬平・松兵工）
　　けん　た
関谷健太ち・ん　信一郎・正美凱

　　　（2男・松代・伴次郎）
　　けん　ご
関谷賢悟ち。ん　　　悟・牧子凱

　　　（長男・松代・芳美屋）

ご冥福を祈ります（死亡）

▼
昔
か
ら
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と

か
、
「
ば
か
は
死
な
な
き
ゃ
直
ら
な
い
」

と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
　
「
お
っ
ち

ょ
こ
ち
ょ
い
」
に
も
こ
の
こ
と
が
当
て

は
ま
る
よ
う
で
、
先
月
号
で
い
く
つ
も

校
正
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
紙

面
も
拡
大
し
ま
し
た
が
、
ミ
ス
も
拡
大

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
ミ
ス
を

発
見
し
た
時
は
、
当
初
の
「
穴
が
あ
っ

た
ら
入
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
「
人
間
誰
し
も
間

違
い
が
あ
る
さ
」
と
開
き
直
り
、
最
後

に
は
「
間
違
い
探
し
ク
イ
ズ
で
も
出
そ

う
か
」
と
厚
か
ま
し
く
な
っ
て
し
ま
う

の
が
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
▼
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
係
を
し
て
い
る
と
紅
顔
が
、
だ
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　

ん
厚
顔
に
な
る
よ
う
で
心
配
に
な
り
ま

す
。
あ
ま
り
厚
く
な
ら
な
い
う
ち
に
係

を
替
わ
り
た
い
も
の
で
す
。
　
「
厚
顔
は

生
ま
れ
つ
き
だ
よ
」
と
言
う
声
が
ど
こ

か
ら
か
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
…
。

▼
お
詫
び
▲
先
月
号
5
朔
，
の
儀
明
小

小
堺
美
紀
さ
ん
は
蓬
平
小
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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宮澤タケ凱　　　　79歳

　　　　　　（松代・みなみ〉

中村ツマ凱　　　　80歳

　　　　　　（蒲生・はやし）

柳　寅一凱　　　　82歳

　　　　　（松代・三ツ井屋）

※この欄に掲載を希望されない方は、

　届出の際に戸籍係にお申し出くださ

　い。なお、掲載は住所のある方のみ

　です。

　　Oこわず
　あいおお　　　　　　　にく　　　　いた

＊愛多ければ憎しみ至る

愛と憎しみの関係は表と裏のよ

うなところがあって、一方で特

別に目をかけられかわいがられ

ると、他方ではかならず人から

憎まれるものだということ。
　あい　ごせいもく

＊相碁井目

囲碁にも互角の腕前の人（相碁）

もあれば碁盤の目に印した九点

に最初から石を置かねばならな

いほど弱い人もいるように、同

じことをするにしても人によっ

て腕前の差がはなはだしいもの

だといっこと。
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